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一
　（
論
　
文
）
〈
要
　約
〉
　
本
稿
は
、
淑
徳
大
学
人
文
学
部
歴
史
学
科
の
二
〇
一
九
年
度
（
前
期
）
の
授
業
「
日
本
地
域
史
」
に
お
い
て
、
板
橋
宿
の
旅
籠
屋
に
伝
来
し
た
史
料
を
調
査
し
た
際
の
報
告
と
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
筆
者
が
進
め
た
史
料
翻
刻
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
　
授
業
で
は
、
地
図
を
片
手
に
板
橋
宿
周
辺
地
域
を
履
修
学
生
全
員
で
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
上
で
、
伊
勢
屋
孫
兵
衛
家
に
伝
来
す
る
史
料
調
査
を
実
施
し
た
。
同
家
の
史
料
は
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
三
一
八
点
程
伝
来
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
紹
介
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
所
蔵
先
で
あ
る
板
橋
区
郷
土
資
料
館
に
て
文
書
の
閲
覧
と
写
真
撮
影
を
行
い
、
学
生
が
一
部
で
は
あ
る
が
史
料
翻
刻
を
行
っ
て
、
報
告
書
を
作
成
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
授
業
の
実
践
例
と
し
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
授
業
で
学
生
が
翻
刻
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
史
料
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
　
板
橋
宿
　
伊
勢
孫
文
書
　
史
料
紹
介
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
　
授
業
遠
　藤
　ゆ
り
子
板
橋
宿
「
伊
勢
孫
文
書
」
の
調
査
報
告
と
史
料
紹
介
― 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
の
実
践
例 
―
― 217 ―
研
究
論
集
第
５
号
（2020
.3
）
二
は
じ
め
に
　
本
稿
は
、淑
徳
大
学
人
文
学
部
歴
史
学
科
の
二
〇
一
九
年
度
（
前
期
）
の
授
業
「
日
本
地
域
史
」
に
お
い
て
、
伊
勢
屋
孫
兵
衛
（
伊
勢
孫
）
家
に
伝
来
し
て
き
た
史
料
調
査
を
行
っ
た
際
の
報
告
と
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
昨
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
日
本
地
域
史
」
の
授
業
は
、
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
板
橋
区
の
歴
史
を
追
究
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
歴
史
学
を
学
ぶ
手
法
を
身
に
つ
け
、
歴
史
を
学
ぶ
意
義
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
　
初
年
度
の
二
〇
一
七
年
度
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
徒
歩
圏
内
で
あ
る
、
板
橋
区
前
野
町
・
志
村
・
常
盤
台
地
域
で
石
造
物
調
査
を
実
施
し１
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
は
板
橋
区
の
中
心
的
な
地
域
で
あ
る
中
山
道
沿
い
の
宿
場
町
、
板
橋
宿
の
周
辺
地
域
へ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
移
し
、
検
討
を
加
え
て
い
る２
。
本
年
度
は
、
地
図
を
片
手
に
板
橋
宿
周
辺
地
域
を
履
修
学
生
全
員
で
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
上
で
、
板
橋
宿
で
旅
籠
屋
を
営
ん
で
い
た
伊
勢
屋
孫
兵
衛
家
に
伝
来
す
る
史
料
調
査
を
実
施
し
た
。
　
板
橋
宿
は
、
江
戸
を
出
発
し
て
中
山
道
最
初
の
宿
駅
と
し
て
、
ま
た
京
都
方
面
か
ら
や
っ
て
来
た
際
に
江
戸
へ
入
る
前
の
中
山
道
最
後
の
宿
駅
と
し
て
栄
え
、
多
く
の
旅
籠
屋
が
営
ま
れ
て
い
た
。
加
賀
藩
が
下
屋
敷
を
構
え
、
多
く
の
寺
社
が
点
在
し
て
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
板
橋
宿
の
範
囲
は
中
山
道
沿
い
に
南
北
へ
と
長
く
、
江
戸
寄
り
の
南
か
ら
平
尾
宿
・
中
宿
・
上
宿
の
三
つ
の
宿
か
ら
構
成
さ
れ
、
伊
勢
屋
孫
兵
衛
家
は
中
宿
に
所
在
し
、
遍
照
寺
の
北
隣
に
位
置
し
た３
。
南
の
平
尾
宿
は
川
越
街
道
へ
の
分
岐
点
、
平
尾
追
分
が
あ
る
な
ど
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、
板
橋
宿
に
は
多
く
の
旅
籠
屋
が
あ
っ
た４
。
　
今
回
調
査
を
行
っ
た
伊
勢
屋
孫
兵
衛
家
の
文
書
は
、
屋
号
か
ら
「
伊
勢
孫
文
書
」
と
呼
ば
れ
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
史
料
が
三
一
八
点
伝
来
す
る
（
枝
番
号
が
付
さ
れ
た
文
書
の
点
数
は
含
め
て
い
な
い５
）。
現
在
は
板
橋
区
郷
土
資
料
館
が
所
蔵
し
、
板
橋
区
公
文
書
館
で
、
区
史
編
さ
ん
収
集
資
料
と
し
て
写
真
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
板
橋
区
が
目
録
「
区
内
文
化
財
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
」
を
作
成
し
て
い
る
が
（
板
橋
区
郷
土
資
料
館
・
板
橋
区
教
育
委
員
会
文
化
財
係
所
有
）、『
板
橋
区
史
』
に
九
点
の
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の６
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
写
真
は
な
く
、
殆
ど
の
史
料
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
本
授
業
で
は
、
同
文
書
の
閲
覧
、
写
真
撮
影
、
翻
刻
を
目
的
と
し
た
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
　
文
書
調
査
の
初
年
度
と
な
る
今
年
の
授
業
で
は
、
目
録
の
項
目
「
分
類
②
」
の
番
号
一
〜
一
四
―
二
―
九
（
目
録
の
№
一
〜
五
十
二
）
ま
で
の
史
料
五
〇
点
（
枝
番
号
を
含
め
る
と
約
六
〇
点
）
を
板
橋
区
郷
土
資
料
館
に
て
閲
覧
し
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
文
書
調
査
は
、五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
施
し
、同
じ
グ
ル
ー
プ
に
て
、
撮
影
し
た
史
料
の
翻
刻
と
考
察
を
加
え
た
報
告
書
を
作
成
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
発
表
を
行
っ
た
。
　
以
下
、
文
書
調
査
の
内
容
を
含
め
た
授
業
の
概
要
を
ま
と
め
た
上
で
、
今
回
の
授
業
で
撮
影
し
、
学
生
と
翻
刻
し
た
史
料
の
紹
介
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
一
　授
業
の
概
要
（
一
）
板
橋
宿
を
歩
く
　
例
年
通
り
、
第
一
回
目
の
授
業
で
は
、
ま
ず
は
授
業
の
進
め
方
や
、
課
外
授
業
と
そ
れ
に
と
も
な
う
振
替
の
休
講
が
多
い
こ
と
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
親
し
い
者
同
士
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三
　
文
書
調
査
は
、
二
コ
マ
分
（
第
八
・
九
回
）
の
授
業
と
し
て
五
月
二
十
四
日
（
金
）
午
後
に
実
施
し
た
。
五
つ
の
班
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
点
ず
つ
の
文
書
封
筒
を
担
当
し
、
史
料
の
撮
影
、
計
測
と
翻
刻
作
業
を
時
間
の
許
す
限
り
行
っ
た
。
な
お
、
封
筒
内
に
複
数
の
史
料
が
含
ま
れ
る
場
合
も
あ
り
、
仮
の
枝
番
を
付
す
こ
と
と
し
た
。
　
史
料
の
撮
影
は
、
三
台
の
三
脚
を
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
行
っ
た
。
そ
の
た
め
最
初
に
撮
影
す
る
三
つ
の
班
と
、
計
測
・
翻
刻
を
行
う
二
つ
の
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
行
い
、
撮
影
班
の
撮
影
が
終
了
次
第
、
最
初
に
計
測
・
翻
刻
を
行
っ
て
い
た
班
と
交
代
し
た
。
撮
影
班
の
学
生
は
、
史
料
を
封
筒
か
ら
出
す
係
・
撮
影
す
る
係
・
撮
影
時
に
史
料
を
設
置
す
る
係
・
史
料
を
封
筒
に
し
ま
う
係
を
順
番
に
担
当
し
た
。
　
撮
影
し
た
写
真
の
デ
ー
タ
は
、
各
カ
メ
ラ
の
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
に
残
す
と
と
も
に
、
教
員
が
持
参
し
た
Ｐ
Ｃ
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
っ
た
。
帰
宅
後
、
写
真
の
整
理
は
教
員
が
行
い
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
を
持
参
し
た
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
に
、
デ
ー
タ
を
手
渡
し
た
。
デ
ー
タ
を
受
け
取
っ
た
代
表
者
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
と
し
た
。
　
な
お
、
撮
影
し
た
写
真
の
デ
ー
タ
お
よ
び
本
稿
で
紹
介
し
た
史
料
の
翻
刻
デ
ー
タ
は
、
要
望
に
よ
り
、
板
橋
区
郷
土
資
料
館
へ
提
供
し
て
い
る
。
（
三
）
報
告
書
の
作
成
と
グ
ル
ー
プ
発
表
　
各
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、
ま
ず
は
撮
影
し
た
史
料
の
翻
刻
作
業
を
行
っ
た
。
課
外
授
業
の
振
替
と
し
て
一
回
の
休
講
を
挟
ん
だ
が
、
こ
の
休
講
の
時
間
帯
は
学
年
の
異
な
る
学
生
が
集
ま
れ
る
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た
た
め
、
自
主
的
に
集
ま
っ
て
翻
刻
作
業
を
進
め
る
グ
ル
ー
プ
が
多
か
っ
た
。
第
一
〇
回
目
の
授
業
で
は
、
翻
刻
の
成
果
を
で
行
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
な
ど
、
注
意
点
を
説
明
し
た
。
そ
の
上
で
、
板
橋
区
の
歴
史
を
古
代
か
ら
中
世
ま
で
概
説
し
た
。
第
二
・
三
回
目
は
、
江
戸
時
代
の
板
橋
宿
に
つ
い
て
、
史
料
を
用
い
て
く
ず
し
字
を
読
む
練
習
を
し
つ
つ
、
解
説
を
行
っ
た
。
江
戸
時
代
の
板
橋
宿
に
関
す
る
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
授
業
で
検
討
を
加
え
て
お
り
、
そ
の
成
果
も
ま
と
め
た
論
考
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る７
。
ま
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
説
明
し
、
事
前
準
備
も
行
っ
た
。
　
次
の
授
業
で
は
昨
年
と
同
様
、
三
コ
マ
分
（
第
四
〜
六
回
）
の
授
業
を
使
っ
て
板
橋
宿
の
史
跡
を
辿
り
、
地
図
へ
必
要
な
情
報
を
書
き
込
み
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
現
地
調
査
を
行
っ
た（
二
〇
一
九
年
五
月
十
日（
金
）午
後
に
実
施
）。
そ
の
ル
ー
ト
は
、
板
橋
区
公
文
書
館
前
に
集
合
し
、
途
中
い
た
ば
し
観
光
セ
ン
タ
ー
（
板
橋
三
丁
目
）
で
休
憩
を
取
り
、
Ｊ
Ｒ
板
橋
駅
前
に
あ
る
近
藤
勇
の
墓
前
で
解
散
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
昨
年
と
同
じ
ル
ー
ト
で
あ
る
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
前
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
、
説
明
は
割
愛
す
る８
。
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
事
後
学
習
と
し
て
、
第
七
回
目
の
授
業
で
は
Ａ
四
用
紙
一
枚
に
、「
板
橋
宿
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
由
に
表
現
す
る
課
題
を
課
し
た
。
な
お
、
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
も
手
書
き
で
も
良
い
こ
と
と
し
、
写
真
な
ど
を
切
っ
て
糊
付
け
し
た
い
場
合
は
、
事
前
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
持
参
す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。
（
二
）
板
橋
区
郷
土
資
料
館
で
の
文
書
調
査
　
本
年
度
の
「
日
本
地
域
史
」
の
授
業
を
履
修
す
る
学
生
は
二
十
九
名
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
第
六
回
目
の
授
業
で
、
五
〜
六
名
の
グ
ル
ー
プ
を
五
つ
編
成
し
、
調
査
に
必
要
な
道
具
を
分
担
し
て
持
参
し
た
。
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四
た
め
、
一
班
と
二
班
、
四
班
と
五
班
の
順
番
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
【
報
告
書
『
板
橋
を
あ
る
く
３
』
の
構
成
】
　
は
し
が
き
（
遠
藤
ゆ
り
子
）
第
一
章
　「
伊
勢
孫
文
書
」
一
―
二
班
の
研
究
成
果
―
…
一
〜
五
頁
（
加
藤
匡
・
黒
木
理
・
鈴
木
雄
斗
・
鳥
谷
舞
奈
・
早
川
元
・
渡
部
有
騎
）
七
―
二
　
宿
帳
断
簡
／
九
　
入
置
申
手
形
之
事
第
二
章
　「
伊
勢
孫
文
書
」
二
―
一
班
の
研
究
成
果
…
…
六
〜
十
一
頁
（
追
川
和
輝
・
大
畑
慶
悟
・
岡
戸
樹
・
佐
々
木
洋
人
・
関
嵩
耀
・
古
谷
和
奏
奈
）
十
一
　
借
用
申
金
子
之
事
／
十
二
　
借
用
申
金
子
之
事
／
　
　
十
三
―
二
　
覚
（
年
貢
永
・
小
物
成
請
取
に
つ
き
）
／
十
三
―
四
　
覚
（
年
貢
永
・
小
物
成
請
取
に
つ
き
）
／
十
三
―
五
　
覚
（
年
貢
永
・
高
掛
・
返
納
物
請
取
に
つ
き
）
／
十
三
―
六
　
覚
（
年
貢
永
・
高
掛
・
返
納
物
請
取
に
つ
き
）
第
三
章
　「
伊
勢
孫
文
書
」
三
―
三
班
の
研
究
成
果
…
…
十
二
〜
十
六
頁
（
木
村
庸
・
小
崎
泰
介
・
嶌
田
陽
香
・
関
根
悠
貴
・
橋
口
聡
仁
・
横
田
智
也
）
十
三
―
八
　
覚
（
伝
馬
代
金
請
取
に
つ
き
）
／
十
三
―
十
一
　
覚
（
伝
馬
代
金
請
取
に
つ
き
）
／
十
四
―
一
―
一
　
覚
（
歩
行
犯
人
役
請
負
金
請
取
に
つ
き
）
／
十
四
―
一
―
五
　
覚
（
月
掛
金
請
取
に
つ
き
）
第
四
章
　「
伊
勢
孫
文
書
」
四
―
五
班
の
研
究
成
果
―
…
…
十
七
〜
二
十
三
頁
（
伊
藤
美
咲
・
久
保
池
晋
吾
・
慶
保
一
弥
・
田
實
藍
・
皆
川
拓
也
）
十
四
―
二
―
一
　
送
り
状
之
事
（
材
木
）
／
十
四
―
二
―
三
　
送
り
状
之
事
（
材
木
）
／
十
四
―
二
―
四
　
覚
（
醬
油
内
金
請
取
に
つ
き
）
／
十
四
―
二
―
七
　
送
状
（
材
木
）
／
十
四
―
二
―
八
　
送
状
事
（
材
木
）
第
五
章
　「
伊
勢
孫
文
書
」
五
―
四
班
の
研
究
成
果
…
…
二
十
四
〜
二
十
八
頁
（
遠
レ
ジ
ュ
メ
に
ま
と
め
、
発
表
を
行
っ
た
。
　
第
一
一
〜
十
三
回
目
の
授
業
は
、
史
料
の
翻
刻
を
進
め
る
と
と
も
に
分
析
を
行
い
、報
告
書
の
作
成
作
業
に
充
て
た
。
報
告
書
に
は
、史
料
の
写
真
・
翻
刻
・
大
意
・
考
察
・
史
料
の
法
量
（
縦
×
横
の
長
さ
）
を
載
せ
、様
式
は
で
き
る
だ
け
統
一
し
た
。
板
橋
区
の
目
録
に
は
、
史
料
の
大
き
さ
を
明
記
す
る
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
報
告
書
で
は
調
査
時
に
計
測
で
き
た
史
料
に
つ
い
て
は
、
法
量
を
記
し
た
。
　
第
十
四
回
目
の
授
業
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
進
捗
状
況
が
異
な
っ
た
。
原
則
的
に
は
、
報
告
書
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
の
み
を
行
っ
て
報
告
書
を
提
出
し
、
次
回
の
授
業
「
グ
ル
ー
プ
発
表
」
の
準
備
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
一
部
の
班
で
は
、
準
備
が
不
充
分
で
最
後
ま
で
報
告
書
を
ま
と
め
る
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
　
な
お
、
報
告
書
の
完
成
原
稿
を
提
出
す
る
前
に
、
中
間
報
告
書
の
提
出
を
課
題
と
し
、
教
員
が
確
認
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
最
終
的
な
判
断
は
学
生
に
任
せ
て
い
る
た
め
、
翻
刻
の
間
違
い
や
誤
字
等
も
あ
っ
た
が
、
現
段
階
に
お
け
る
学
生
の
到
達
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
、
完
成
原
稿
に
は
特
に
訂
正
は
加
え
ず
、
様
式
上
の
変
更
の
み
を
加
え
た
。
　
最
終
授
業
日
に
は
各
グ
ル
ー
プ
の
成
果
を
ま
と
め
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、
持
ち
時
間
一
〇
分
で
グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
っ
た
。
所
謂
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
を
防
ぐ
た
め
、
一
人
一
枚
以
上
の
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
、
発
表
を
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
デ
ー
タ
を
提
出
し
、
そ
の
際
は
各
ス
ラ
イ
ド
の
ノ
ー
ト
に
作
成
者
名
を
メ
モ
し
て
い
る
。
特
に
レ
ジ
ュ
メ
は
作
成
せ
ず
、
報
告
書
を
見
な
が
ら
発
表
を
聞
け
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
た
。
　
報
告
書
の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、（
　
）
内
は
執
筆
の
担
当
者
名
で
あ
る
。
ま
た
、
文
書
番
号
の
順
番
に
即
し
て
史
料
を
並
べ
、
報
告
書
を
作
成
し
た
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五
【
課
題
】
初
め
て
文
書
調
査
を
す
る
学
生
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
三
脚
を
立
て
て
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
だ
け
で
、
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。
撮
影
の
た
め
に
史
料
を
広
げ
る
際
も
、
文
字
を
読
め
る
よ
う
に
し
わ
を
伸
ば
す
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
事
前
に
学
内
で
充
分
な
説
明
を
し
て
練
習
を
す
る
、
ま
た
は
調
査
時
に
細
や
か
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
時
間
を
充
分
に
と
る
な
ど
、
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。
 
　
ま
た
、
撮
影
の
担
当
を
順
番
に
代
わ
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
難
し
い
学
生
も
い
た
。
文
書
調
査
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
手
順
と
担
当
を
決
め
る
な
ど
の
方
法
を
検
討
し
た
い
。
③
報
告
書
の
作
成
と
発
表
【
成
果
】
史
料
を
翻
刻
す
る
作
業
を
通
し
て
、
学
生
が
く
ず
し
字
を
読
み
、
史
料
解
釈
を
加
え
る
学
び
の
場
と
し
て
の
意
義
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
報
告
書
の
作
成
に
際
し
て
は
、
参
考
に
し
た
史
料
の
引
用
の
仕
方
や
注
を
付
け
る
方
法
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
発
表
時
に
は
、
レ
ジ
ュ
メ
や
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
人
に
伝
え
る
方
法
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
た
。
【
課
題
】
本
授
業
を
履
修
す
る
学
生
の
大
半
が
二
年
次
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
史
料
翻
刻
の
作
業
は
か
な
り
難
航
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
は
、
担
当
し
た
史
料
一
〇
点
の
う
ち
二
点
の
翻
刻
・
考
察
に
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス
や
、
翻
刻
に
挑
ん
だ
も
の
の
殆
ど
解
読
で
き
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
確
か
に
読
み
難
い
文
字
の
史
料
も
あ
り
、
学
生
の
力
量
に
合
っ
た
史
料
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
【
成
果
】
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
し
ば
し
ば
グ
ル
ー
プ
内
の
学
生
間
で
ト
ラ
ブ
藤
雄
太
・
櫻
井
脩
・
神
田
惇
・
須
々
木
龍
平
・
松
本
奈
美
・
手
塚
喬
也
）
十
四
―
二
―
一
〇
　
覚
（
材
木
代
金
請
取
に
つ
き
）
／
一
四
―
二
―
十
二
　
覚
（
工
事
費
請
取
に
つ
き
）
／
十
四
―
二
―
十
三
　
覚
（
米
春
き
賃
請
取
に
つ
き
）
（
四
）
成
果
と
課
題
　
ま
ず
、
本
年
度
の
授
業
に
お
け
る
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て
整
理
し
て
み
た
い
。
①
板
橋
宿
を
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
【
成
果
】
講
義
形
式
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
実
際
に
見
聞
き
し
、
史
跡
や
歴
史
的
建
造
物
等
に
触
れ
る
こ
と
で
、
学
生
は
板
橋
宿
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
へ
の
関
心
を
深
め
、
講
義
で
は
得
ら
れ
な
い
様
々
な
気
付
き
を
得
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
【
課
題
】履
修
す
る
学
生
が
二
十
九
名
と
、街
中
を
歩
く
に
は
や
や
人
数
が
多
く
、
教
員
に
よ
る
説
明
が
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
②
文
書
調
査
【
成
果
】
歴
史
学
に
不
可
欠
な
史
料
の
収
集
調
査
を
実
践
し
た
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
三
脚
を
立
て
、
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
適
切
な
角
度
と
高
さ
で
史
料
を
撮
影
す
る
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
史
料
を
封
筒
か
ら
出
し
、
丁
寧
に
広
げ
て
計
測
す
る
際
に
は
慎
重
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
写
真
で
は
わ
か
ら
な
い
情
報
を
史
料
か
ら
得
ら
れ
る
こ
と
も
実
感
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
に
よ
っ
て
、
史
料
の
扱
い
方
、
史
料
調
査
の
重
要
性
と
手
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
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六
二
　「伊
勢
孫
文
書
」
の
紹
介
（
一
）
解
説
と
凡
例
　
前
述
の
よ
う
に
、「
伊
勢
孫
文
書
」
は
近
世
か
ら
近
代
の
史
料
が
三
一
八
点
あ
り
、
家
や
経
営
に
関
わ
る
私
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
政
博
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
同
家
は
『
岡
場
遊
郭
考
』
に
は
旅
人
宿
と
あ
り
、
蔬
菜
類
の
種
の
販
売
を
し
て
い
た
こ
と
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
は
文
殊
院
の
総
代
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る９
。
　
本
年
度
は
、
板
橋
区
の
目
録
「
区
内
文
化
財
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
」
の
項
目
「
分
類
②
」
の
番
号
一
〜
一
四
―
二
―
九
（
目
録
の
№
一
〜
五
十
二
）
ま
で
の
史
料
五
〇
点
（
枝
番
号
を
含
め
る
と
約
六
〇
点
）
を
閲
覧
し
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
な
お
、
二
点
の
史
料
（
目
録
の
「
分
類
②
」
の
番
号
二
・
七
―
一
、
目
録
の
№
二
・
七
）
は
、
史
料
の
破
損
が
激
し
い
た
め
、
閲
覧
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
　
今
回
の
調
査
対
象
史
料
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
お
く
。「
伊
勢
孫
文
書
」
の
う
ち
最
も
古
い
史
料
は
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
五
月
十
四
日
付
「
相
渡
シ
申
質
物
屋
敷
流
手
形
之
事
」（「
分
類
②
」
の
番
号
一
）
で
あ
る
。
同
史
料
を
含
め
、「
分
類
②
」
の
番
号
十
二
ま
で
は
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
の
質
物
手
形
と
借
用
証
文
が
多
い
。
発
給
者
も
宛
所
も
孫
兵
衛
家
で
は
な
い
た
め
、
同
家
に
こ
れ
ら
が
伝
来
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
同
十
一
は
、
借
用
人
に
孫
兵
衛
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
智
清
寺
か
ら
借
用
し
た
金
子
を
返
却
し
、
智
清
寺
か
ら
同
文
書
が
孫
兵
衛
家
に
返
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
十
三
―
一
〜
七
は
、
名
主
家
が
発
給
し
た
年
貢
請
取
の
覚
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
材
木
等
の
請
取
ル
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
学
生
に
対
し
、
グ
ル
ー
プ
分
け
に
際
し
て
人
間
関
係
な
ど
で
何
ら
か
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、
グ
ル
ー
プ
結
成
の
前
に
相
談
を
し
て
ほ
し
い
旨
を
繰
り
返
し
伝
え
た
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
大
き
な
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
【
課
題
】
本
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
授
業
の
出
席
率
に
お
い
て
や
や
心
配
な
学
生
が
い
た
。
そ
の
た
め
、
事
前
・
事
後
学
習
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
重
要
性
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
繰
り
返
し
説
明
し
て
き
た
。
 
　
だ
が
、
授
業
外
の
グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
時
間
に
参
加
し
な
い
、
自
身
の
担
当
箇
所
を
理
解
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
学
生
も
い
た
。
結
局
、
所
謂
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
と
な
っ
て
し
ま
い
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
学
生
か
ら
反
感
を
買
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
 
　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
か
心
配
な
学
生
に
対
し
て
は
、
事
前
に
個
別
で
再
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
か
に
す
れ
ば
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 
　
ま
た
、
本
年
度
は
異
な
る
学
年
の
学
生
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
既
に
よ
く
知
る
間
柄
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、
授
業
前
に
ア
イ
ス
・
ブ
レ
イ
ク
を
行
う
こ
と
が
殆
ど
な
か
っ
た
。
だ
が
、
授
業
の
終
盤
に
な
っ
て
、
実
は
同
学
年
で
は
あ
る
が
あ
ま
り
話
し
た
こ
と
が
な
く
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
円
滑
に
行
え
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
 
　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
様
子
を
よ
く
観
察
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
話
し
合
い
が
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
も
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
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七
次
生
）
⑤
四
班（「
伊
勢
孫
文
書
」五
＝
№
十
四
―
二
―
一
〇
〜
十
四
―
二
―
一
九
を
担
当
）
遠
藤
雄
太
・
櫻
井
脩
・
神
田
惇
・
須
々
木
龍
平
・
松
本
奈
美
・
手
塚
喬
也
（
全
て
二
年
次
生
）
〔
凡
例
〕
　
・
欠
損
な
ど
に
よ
り
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
で
示
し
、
字
数
も
不
明
だ
っ
た
場
合
は
﹇
　
　
﹈
で
明
示
し
た
。
　
・
文
字
の
存
在
を
確
認
で
き
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
■
で
示
し
た
。
ま
た
、
文
字
の
確
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
私
見
を
示
す
場
合
は
（
＊
カ
）
と
し
た
。
　
・
印
・
割
印
や
朱
文
字
な
ど
の
注
は
（
　
　
）
で
明
記
し
た
。
　
・
学
生
に
よ
る
翻
刻
を
ベ
ー
ス
に
し
た
史
料
紹
介
は
「
※
」
印
を
付
し
た
。
　
・
法
量
（
縦
×
横
の
長
さ
）
を
計
測
し
た
史
料
は
、各
史
料
名
の
下
に
明
記
し
た
。
特
に
記
し
て
い
な
い
史
料
は
計
測
を
し
て
い
な
い
。
（
二
）
史
料
紹
介
一
　
相
渡
シ
申
質
物
屋
敷
流
手
形
之
事
◎
『
板
橋
区
史
』
資
料
編
４
　
近
・
現
代
　
一
八
〇
号
文
書
（
省
略
）。
二
　
御
年
貢
…
夫
食
…
御
取
帳
（
小
前
取
集
帳
）
◎
破
損
甚
だ
し
い
た
め
、
未
調
査
。
の
覚
が
多
い
。
　
本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
学
生
が
撮
影
し
た
史
料
の
な
か
か
ら
適
宜
選
び
、
翻
刻
を
試
み
た
も
の
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、
筆
者
が
改
め
て
翻
刻
内
容
を
確
認
し
、
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
学
生
に
よ
る
翻
刻
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
も
の
は
、
史
料
番
号
・
史
料
名
の
下
に
「
※
」
印
を
付
し
た
二
〇
点
の
史
料
で
あ
る
。
撮
影
は
し
た
も
の
の
、
学
生
が
翻
刻
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
史
料
も
多
く
、
特
に
「
※
」
印
を
付
し
て
い
な
い
史
料
は
、
本
稿
で
筆
者
が
翻
刻
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
撮
影
し
た
史
料
の
う
ち
、
最
後
の
六
点
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
翻
刻
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
法
量
の
み
を
記
し
、
史
料
紹
介
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
　
本
授
業
に
お
け
る
学
生
の
五
つ
の
班
の
メ
ン
バ
ー
と
、
史
料
の
撮
影
・
翻
刻
の
担
当
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
文
書
番
号
の
順
番
を
優
先
し
た
た
め
、
班
の
番
号
が
前
後
し
て
い
る
。
①
二
班
（「
伊
勢
孫
文
書
」
一
＝
№
一
〜
九
を
担
当
）
加
藤
匡
・
黒
木
理
・
鈴
木
雄
斗
・
鳥
谷
舞
奈
・
早
川
元
・
渡
部
有
騎
　（
全
て
二
年
次
生
）
②
一
班
（「
伊
勢
孫
文
書
」
二
＝
№
一
〇
〜
十
三
―
七
―
三
を
担
当
）
追
川
和
輝（
四
年
次
生
）・
大
畑
慶
悟
・
岡
戸
樹
・
佐
々
木
洋
人
・
関
嵩
耀
・
古
谷
和
奏
奈
（
二
年
次
生
）
③
三
班
（「
伊
勢
孫
文
書
」
三
＝
№
十
三
―
八
〜
十
四
―
一
―
七
を
担
当
）
木
村
庸（
四
年
次
生
）・
小
崎
泰
介
・
嶌
田
陽
香
・
関
根
悠
貴
・
橋
口
聡
仁
・
横
田
智
也
（
二
年
次
生
）
④
五
班
（「
伊
勢
孫
文
書
」
四
＝
№
十
四
―
一
―
四
〜
十
四
―
二
―
九
を
担
当
）
伊
藤
美
咲
・
久
保
池
晋
吾
・
慶
保
一
弥
・
田
實
藍
・
皆
川
拓
也
（
全
て
二
年
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八
四
　
相
渡
…
…
物
畑
流
手
形
之
事〈
年
貢
な
ら
び
に
伝
馬
役
諸
払
方
差
詰
り
に
つ
き
〉
相
渡
（
破
損
）
物
畑
流
手
形
之
事
原
前一
、
中
畑
七
畝
拾
歩
　
　
権
右
衛
門
分
右
者
去
ル
寅
之
御
年
貢
并
御
傳
馬
役
銀
諸
払
方
ニ
相
詰
り
候
ニ
付
、
我
等
所
持
﹇
　
﹈
畑
﹇
　
﹈
貴
殿
江
質
物
ニ
相
渡
金
子
弍
両
（
印
）
弍
分
借
用
申
処
実
正
也
、
年
季
之
儀
者
、
去
ル
卯
之
四
月
ゟ
當
午
之
四
月
迄
、
申
年
三
年
季
ニ
相
定
メ
申
候
処
、
年
季
明
候
得
共
、
元
金
返
済
成
兼
、
請
返
申
儀
不
罷
成
候
ニ
付
、
右
質
物
之
畑
、
此
度
流
地
ニ
相
渡
シ
申
候
間
、
御
年
貢
等
其
方
ニ
而
勤
納
被
成
、
自
今
貴
殿
所
持
可
被
成
候
、
然
上
者
、
右
之
畑
末
々
質
物
書
入
等
ニ
他
江
被
相
渡
候
共
、
勝
手
次
第
ニ
可
被
成
候
、
勿
論
此
畑
ニ
付
、
諸
親
類
者
不
及
申
ニ
、
横
合
ゟ
何
之
構
申
候
者
一
切
無
御
座
候
、
若
違
乱
申
者
御
座
候
ハ
ヽ
、
我
等
并
加
判
之
者
共
立
會
、
急
度
埒
明
ケ
貴
殿
江
少
茂
御
苦
労
懸
ケ
申
間
鋪
候
、
為
後
日
質
物
畑
流
手
形
入
置
申
候
処
、
仍
如
件
、
　
寛
延
三
年
午
四
月
十
六
日
　
　
　
　
畑
主
　
　
名
左
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
證
人
　
　
平
四
郎
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組
　
助
左
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
　
　
八
郎
右
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
十
郎
殿
前
書
之
通
質
物
流
地
ニ
相
渡
シ
双
方
立
會
自
今
相
違
有
之
間
敷
候
、
依
奥
印
如
形
ニ
候
、
以
上
、　
　
　
　
名
主
　
新
左
衛
門
（
印
）
三
　
相
渡
申
質
物
屋
鋪
流
證
文
之
事
（
案
文
）
「
享（
端
裏
付
箋
）
保
十
九
年
」
相
渡
申
質
物
屋
鋪
流
證
文
之
事
表
口
五
間
四
尺
・
裏
行
弐
拾
三
間
半
　
平
均
屋
鋪
四
畝
十
三
歩
壱
合
、
町
並
屋
鋪
壱
ケ
所
右
者
我
等
所
持
之
町
並
屋
鋪
、
去
ル
亥
亥
御
年
貢
并
御
傳
馬
役
銀
諸
拂
方
ニ
相
詰
リ
申
候
ニ
付
、
貴
殿
方
江
質
物
ニ
相
渡
し
、
金
子
拾
両
借
用
申
所
実
正
也
、
年
季
之
儀
者
去
ル
亥
霜
月
ゟ
當
寅
十
一
月
迄
中
年
三
年
季
ニ
相
定
申
候
処
、
年
季
明
候
ハ
ヽ
候
得
共
、
本
金
返
置
不
罷
成
候
ニ
付
、
右
質
物
之
屋
敷
、
此
度
流
し
申
候
間
、
御
年
貢
諸
役
其
方
ゟ
勤
納
所
持
可
被
成
候
、
尤
此
屋
敷
■
掛
候
前
々
ゟ
御
拝
借
米
永
并
申
子
之
夫
食
・
御
拝
借
米
永
、
我
等
負
候
分
共
ニ
御
取
立
之
節
ハ
、
御
年
賦
小
割
合
之
通
、
無
滞
返
上
納
可
被
成
候
共
、
自
今
以
後
諸
親
類
者
不
申
不
及
申
横
合
ゟ
構
申
者
無
御
座
候
、
若
違
乱
申
者
御
座
候
ハ
ヽ
、
加
判
之
者
共
埒
明
ケ
貴
貴
殿
江
少
茂
御
苦
労
掛
ケ
申
間
敷
候
、
為
後
日
質
物
屋
鋪
流
證
文
入
置
并
先
地
主
方
ゟ
取
置
候
古
證
文
共
相
渡
申
所
、
仍
如
件
、
　
　
享
保
十
九
年
寅
十
一
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
板
橋
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
鋪
主
　
太
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
證
人
　
　
傳
四
郎
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九
一
、
弐
百
文 
 
権
右
衛
門
一
、
青
銅
拾
疋 
 
庄
左
衛
門
一
、
同
　
弐
拾
疋 
川
越
屋 
利
兵
衛
一
、
同
　
弐
拾
疋 
 
い
せ
九
一
、
同
　
弐
拾
疋 
 
床
権
一
、
同
　
弐
拾
疋 
 
か
ご
久
一
、
金
弐
拾
五
疋 
い
せ
屋 
利
左
衛
門
一
、
同
弐
拾
五
疋 
い
か
け
や 
太
郎
衛
門
一
、
青
銅
拾
疋 
 
田
中
屋
一
、
同
　
弐
拾
疋 
い
け
た
や 
熊
蔵
一
、
同
　
三
拾
疋 
 
傳
五
郎
一
、
金
弐
拾
五
疋 
い
せ
屋 
源
衛
門
一
、
金
弐
拾
五
疋 
古
着
や 
三
五
郎
一
、
青
銅
弐
拾
疋 
と
ふ
ふ
や 
銀
八
一
、
同
　
弐
拾
疋 
 
松
五
郎
一
、
同
　
弐
拾
疋 
丸
屋 
敏
三
郎
一
、
同
　
拾
疋 
ま
つ
ば
や 
甚
左
衛
門
一
、
同
　
弐
拾
疋 
原 
治
郎
衛
門
一
、
金
百
疋 
佐
渡 
甚
兵
衛
一
、
同
百
疋 
か
や
の
や 
金
兵
衛
一
、
青
銅
弐
拾
疋 
い
せ
屋 
平
六
一
、
同
　
拾
疋 
 
善
明
一
、
同
　
弐
拾
疋 
 
吉
五
郎
五
　
入
置
申
質
物
畑
手
形
之
事
　
　「（
端
裏
付
箋
）
寛
延
三
年
」
　
　
　
入
置
申
質
物
畑
手
形
之
事
一
、
當
年
御
年
貢
諸
払
方
差
詰
り
候
ニ
付
、
関
上
ニ
而
中
畑
五
畝
歩
之
処
、
質
物
ニ
相
渡
金
子
弍（印
）歩
借
用
申
処
実
正
也
、
年
季
之
儀
者
、
當
年
極
月
ゟ
来
子
極
月
迄
、
申
年
五
年
季
ニ
相
定
申
候
、
右
年
季
明
元
金
返
遊
仕
候
ハ
ヽ
、
畑
無
相
違
御
返
シ
可
被
成
候
、
若
金
子
返
済
難
成
候
ハ
ヽ
、
此
手
形
を
以
、
何
ケ
年
茂
貴
殿
方
ニ
而
御
手
作
可
被
成
候
、
尤
此
畑
ニ
付
諸
親
類
者
不
申
及
、
横
合
ゟ
何
之
構
無
御
座
候
、
若
違
乱
申
者
候
ハ
ヽ
、
我
々
共
罷
出
、
急
度
埒
明
可
申
候
、
勿
論
御
年
貢
・
諸
役
其
方
ニ
而
、
勤
納
可
被
成
候
、
為
後
日
加
判
證
文
入
置
申
所
、
仍
而
如
件
、
寛
延
三
午
年
十
二
月
　
　
畑
主
　
　
太
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組
　
茂
左
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
類
　
　
九
郎
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
　
　
八
郎
右
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
新
右
衛
門
殿
六
　
香
奠
帳
　「（表
紙
）
　
　
　
安
永
二
年
　
　
香
奠
帳
　
　
　
卯
四
月
十
九
日
」
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十
　
　
甲
州
道
中
　
　
　
下
高
井
戸
宿
　
　
　
　
　
問
屋
　
孫
惣
右
衛
門
　
　
同
　
上
高
井
戸
宿
　
　
　
　
　
問
屋
代
　
　
　
　
　
年
寄
　
伴
之
助
　
　
武
州
多
摩
郡
　
　
　
神
山
村
　
　
　
　
　
組
頭
　
久
兵
衛
　
　
同
州
同
郡
　
　
　
久
米
川
村
　
　
　
　
　
組
頭
　
伴
兵
衛
　
　
　
　
　
年
寄
　
太
左
衛
門
（
折
紙
見
返
し
）
　
　
因
幡
兵
部
少
輔
　
　
　
　
御
領
分
　
　
上
総
国
長
■
（
生
カ
）郡
　
　
　
　
関
村
　
　
　
　
　
百
姓
　
傳
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
う
け
人
　
　
　
　
　
　
甚
之
七
一
、
同
　
弐
拾
疋 
 
菊
治
郎
一
、
同
　
弐
拾
疋 
 
元
五
郎
一
、
同
　
弐
拾
疋 
中
屋 
安
五
郎
一
、
同
　
弐
拾
疋 
 
作
右
衛
門
一
、
同
　
弐
拾
疋 
か
ご
や 
民
蔵
一
、
同
　
弐
拾
疋 
い
せ
や 
傳
吉
一
、
同
　
三
拾
疋 
な
か
た
や 
虎
之
助
一
、
同
　
弐
拾
疋 
吉
岡
屋 
直
治
郎
一
、
同
　
拾
疋 
味
増
（
噌
）や 
仙
之
助
一
、
茶 
上
宿 
富
五
郎
一
、
青
銅
弐
拾
疋 
 
無
寶
院
一
、
同
　
拾
疋 
な
か
た
や 
林
蔵
一
、
同
　
拾
疋 
 
平
兵
衛
一
、
同
　
弐
拾
疋 
 
飯
田
新
左
衛
門
〆
三
百
分
一
、五
貫
五
百
文
七
―
一
　
　
◎
破
損
甚
だ
し
い
た
め
、
未
調
査
。
七
―
二
　
宿
帳
断
簡
　
※
（
縦
24
・
２
×
横
34
・
０
㎝
）
十
九
日
　
砂
川
村
一
、五
十
文
　
た
は
こ
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十
一
　
　
　
　
　
甚
助
　
　
庄
屋
　
　
儀
右
衛
門
　
笠
松
　
　
御
支
配
所
■
■
柴
田
善
之
丞
様
へ
　
百
姓
　
　
下
総
國
て
う
し
飯
沼
村
　
　
　
　
徳
左
衛
門
店
甚
八
行
　
弘
化
二
年
　
　
　
巳
十
二
月
廿
四
日
■
（
文
カ
）
七
―
四
〔
生
け
花
の
図
〕　（
縦
13
・
８
×
横
42
・
７
㎝
）
　
◎
省
略
八
　
入
置
申
…
…
証
文
之
事
　﹇
　
　
　
﹈
入
置
申
﹇
　
　
　
　
　
﹈
一
、
金
壱
両
也
、
右
者
去
ル
丑
ノ
御
年
貢
・
御
傳
馬
役
銀
并
ニ
諸
払
方
ニ
相
詰
リ
候
付
、
我
等
所
持
之
畑
貴
殿
質
物
ニ
入
置
金
子
三
両
借
用
致
可
申
筈
ニ
相
定
、
内
金
弐
両
慥
ニ
請
取
申
候
、
残
壱
両
ハ
當
春
借
用
可
申
候
、
約
連
（
速
）致
置
候
所
、
右
書
入
ニ
致
候
畑
廻
リ
御
用
地
ニ
も
相
成
候
様
ニ
内
々
取
沙
汰
有
之
候
ニ
付
、
残
金
不
被
遣
様
ニ
被
申
候
段
御
尤
候
得
共
、
借
用
不
申
七
―
三
　
覚
（
紋
付
羽
織
な
ど
目
録
）
　
　
　
覺
　
目
録
一
、
黒
羅
紗
織
入
　
金
子
壱
両
入
一
、
結
城
縞
　
三
反
　
但
シ
藍
弁
慶
一
、
紋
付
羽
織
　
壱
枚
藍
納
戸
一
、
茶
棒
袷
　
壱
枚
一
、
小
飯
投
引
　
壱
足
一
、
足
袋
　
壱
足
表
花
也
、
哀
□
一
、
矢
立
　
壱
本
　
赤
調
一
、
天
満
宮
掛
絵
二
幅
右
一
、
手
風
炉
敷
中
諸
事
書
付
入
右
之
代
呂
■
五
幅
風
呂
敷
ニ
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
い
ろ
包
金
■
外一
、
脇
差
　
壱
腰
但
し
頭
ト
こ
じ
り
ニ
　
　
　
　
銀
細
工
入
一
、
股
引
　
　
壱
足
紺
　
三
品
一
、
は
ら
き
　
壱
足
　
紺
　
甚
助
分
一
、
風
合
羽
　
白
紺
棒
し
ま
（
折
紙
見
返
）
濃
州
中
嶋
郡
中
村
　
　
　
角
右
衛
門
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十
二
候
ハ
ヽ
、
畑
主
加
判
之
者
共
何
方
迄
も
罷
出
、
急
度
埒
明
、
貴
殿
江
少
茂
御
苦
労
相
掛
ケ
申
間
鋪
候
、
為
後
日
入
置
申
畑
質
物
手
形
、
仍
而
如
件
、
　
享
和
四
子
年
二
月
　
　
　
畑
主
　
　
市
十
郎
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
證
人
　
親
類
　
　
孫
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組
　
五
郎
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
　
　
十
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
市
之
丞
殿
十
　
引
取
申
一
札
之
事
（
市
十
郎
後
家
離
縁
に
つ
き
）
　
　
　
　
引
取
申
一
札
之
事
一
、
其
親
類
内
市
重
郎
後
家
こ
の
義
御
存
之
通
、
女
子
計
　
五
人
暮
ニ
罷
有
候
所
、
當
時
元
市
重
郎
伯
母
か
ん
と
の
義
、
雑
　
病
ニ
而
後
家
こ
の
方
江
罷
越
世
話
ニ
致
候
得
共
、
女
子
身
■
（
上
カ
）ニ
而
者
　
中
々
介
抱
難
行
届
、
殊
ニ
六
人
暮
ニ
而
ハ
■
■
ニ
も
相
続
難
仕
　
存
詰
候
ニ
付
、
右
之
段
相
談
及
、
勿
論
後
家
願
ニ
付
、
此
■
（
人
カ
）義
、
外
　
四
人
而
召
連
市
重
郎
方
ヲ
離
縁
ニ
及
跡
式
之
義
ハ
、
貴
殿
御
　
引
取
後
家
こ
の
外
四
人
之
も
の
共
義
ハ
、
御
立
會
之
■
（
義
カ
）私
方
江
　
慥
ニ
引（印
）請
、
向
後
市
重
郎
於
聟
殿
ニ
聊
恨
ミ
ケ
間
敷
義
、
　
決
而
為
申
間
敷
候
、
尚
又
引
取
候
上
ハ
、
以
来
如
向
様
之
義
出
　
来
有
之
候
共
、
貴
殿
江
少
茂
御
苦
難
相
掛
ケ
申
間
敷
候
、
為
後
日
　
引
取
一
札
入
置
申
処
、
如
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
十
郎
後
家
離
縁
ニ
而
候
而
者
、
甚
難
義
ニ
御
座
候
間
、
一
札
入
置
、
當
寅
年
ゟ
三
ヶ
年
間
ニ
御
用
地
ニ
茂
相
成
候
ハ
ヽ
、
右
残
金
壱
両
ハ
返
済
可
仕
由
と
申
候
得
者
被
成
御
得
心
、
御
貸
シ
被
下
、
慥
請
（
印
）取
申
所
実（
印
）正
ニ
御
座
候
、
三
ケ
年
相
立
御
用
地
御
沙
汰
茂
無
之
候
ハ
ヽ
、
此
證
文
被
成
御
返
シ
、
右
入
置
申
證
文
を
以
御
手
作
可
被
成
候
、
為
後
日
一
札
仍
而
、
如
件
、
　
　
　
寛
政
六
寅
年
　
　
　
　
　
四
月
　
　
　
　
畑
主
　
市
重
郎
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
證
人
　
孫
左
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
之
丞
殿
九
　
入
置
申
手
形
之
事
　
※
　
　
　
　
入
置
申
質
物
畑
手
形
之
事
　
　
　
金
子
山
　
　
　
一
、
（
印
）中
畑
麦
五
歩
右
者
ハ
去
ル
亥
ノ
御
年
貢
・
御
傳
馬
役
銀
并
諸
拂
方
ニ
差
詰
候
書
面
之
畑
御
水
帳
之
通
貴
殿
江
質
物
ニ
相
渡
金
子
壱
両
弐
分（印
）借
用
申
候
処
実
正
也
、
年
季
之
儀
者
、
當
子
ノ
二
月
ゟ
来
ル
卯
ノ
弐
月
迄
、
中
年
三
ヶ
年
季
へ
相
定
申
候
、
年
季
明
侯
而
、
元
金
返
済
仕
侯
て
、
畑
無
相
違
御
返
可
被
下
候
、
年
季
明
候
而
も
元
金
返
済
成
兼
請
戻
儀
不
被
成
候
ハ
ヽ
、
此
手
形
を
以
ハ
何
ヶ
年
も
御
手
作
可
被
成
候
、
此
畑
御
年
貢
・
御
傳
馬
役
銀
諸
掛
り
も
の
等
貴
殿
方
ニ
而
勤
納
可
被
成
候
、
勿
論
右
之
畑
ニ
付
、
諸
親
類
者
不
申
及
、
横
合
ゟ
一
切
構
申
も
の
聞
入
而
無
御
座
候
、
若
違
乱
申
者
有
之
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十
三
十
二
　
借
用
申
金
子
之
事
　
※
（
縦
32
・
５
×
横
45
・
５
㎝
）
「（
端
裏
書
）
市
十
郎
」
「（
奥
裏
書
）
文
化
六
年
丑
十
二
月
十
五
日
金
五
両
返
済
仕
候
」
借
用
申
金
子
之
事
　
　
一
、
金
五（印
）両
也
右
者
、
當
年
　
御
年
貢
・
御
傳
馬
役
銀
諸
拂
方
ニ
差
詰
り
候
ニ
付
、
書
面
之
金
子
借
用
申
処
実（印
）正
也
、
尤
年
季
之
儀
ハ
、
當
年
十
二
月
ゟ
来
ル
酉
十
二
月
迄
中
年
三
ヶ
年
季
ニ
相
定
メ
候
、
尤
利
足
之
儀
、
金
廿
両
ニ
て
一
ヶ
月
部
ニ
、
金
壱
分
ツ
ヽ
之
以
勘
定
相
済
し
可
申
候
、
又
候
書
入
之
儀
ハ
、
親
類
市
十
郎
所
持
致
し
候
、
宿
浦
ニ
而
、
中
畑
壱
反
三（印
）畝
拾
八
分
之
処
、
親
類
五
人
組
相
談
を
以
書
入
ニ
致
し
、
年
季
明
ケ
萬
一
元
利
共
相
滞
リ
候
ハ
ヽ
、
右
之
畑
無
相
違
流
地
ニ
相
渡
し
可
申
候
、
尤
比
畑
ニ
付
諸
親
類
ハ
不
及
申
、
横
合
ゟ
一
切
講
（
構
）申
者
無
御
座
候
、
若
六
ケ
敷
申
者
御
座
候
ハ
ヽ
、
か（加
判
）半
之
者
罷
出
貴
殿
江
少
も
御
苦
労
ニ
相
懸
ヶ
申
間
敷
候
、
為
後
日
如
件
、
文
化
六
午
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
借
（
切
除
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
十
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
　（
切
除
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
五
人
組
　
源
右
衛
門
（
印
）
　
　
文
化
元
子
年
霜
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
請
人
　
市
右
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
證
人
　
　
作
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
類
　
　
孫
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
太
郎
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
十
郎
　
組
合
中
十
一
　
借
用
申
金
子
之
事
　
※
（
縦
32
・
５
×
横
45
・
５
㎝
）
　
　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事
一
、
金
拾（印
）両
也
　
　
　
　
　
屋
浦
壱
ヶ
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
間
口
五
間
四
尺
奥
行
拾
八
間
右
者
上
板
橋
村
太
右
衛
門
殿
ゟ
寄
附
被
致
候
祠
堂
金
也
、
当
辰
七
月
ゟ
来
ル
己
七
月
迄
壱
ヶ
年
季
相
定
、
書
面
之
通
リ
借
用
申
所
実
正
也
、
利
足
之
儀
者
、
五
分
割
合
ヲ
以
来
七
月
皆（印
）済
之
節
、
元
利
共
ニ
返
済
致
被
申
候
、
若
相
滞
候
義
茂
有
之
候
ハ
ヽ
、
書
面
書
入
之
屋
舗
相
渡
可
申
候
、
為
後
日
入
置
申
證
文
、
依
而
如
件
、
　
　
文
化
五
辰
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
借
用
人
　
孫
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
證
人
　
　
藤
五
郎
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組
　
太
郎
左
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
智
清
寺
校
　
　
　
　
　
年
寄
　
　
戸
左
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
納
所
中
　
　
　
前
文
之
通
双
方
立
合
書
入
相
違
無
之
候
、
　
　
　
　
辰
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
宇
兵
衛
（
印
）
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十
四
十
三
―
一
―
三
　
覚
（
申
年
貢
永
・
小
物
成
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
覺
　
　
　
一
、
斗
立
米
四
斗
五
舛
三
合
　
　
　
一
、
永
四
拾
文
五
分
　
　
　
　
　
　
永
壱
文
弐
分
　
　
御
口
永
　
　
　
　
　
　
同
弐
百
文
　
　
　
卯
□
備
　
　
　
　
　
　
同
拾
壱
文
五
分
　
御
口
米
　
　
　
　
　
　
同
拾
文
弐
分
　
　
高
掛
り
　
　
右
者
、
當
申
御
年
貢
米
永
・
小
物
成
共
皆
済
　
　
慥
ニ
受（印
）取
所
、
如
件
、
　
　
　
　
文
化
九
申
年
十
二
月
　
　
名
主
　
卯
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
郎
右
衛
門
殿
十
三
―
一
―
四
　
覚
（
申
年
貢
永
・
小
物
成
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
　
覚
　
　
　
　
一
、
永
拾
六
文
三
分
　
　
　
　
　
　
　
　
永
五
分
　
　
　
御
口
永
　
　
　
　
　
　
　
　
同
壱
文
弐
分
　
高
掛
り
　
　
右
者
、
當
申
御
年
貢
永
・
小
物
成
皆
済
　
　
慥
ニ
受（印
）取
申
所
、
如
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
卯
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
文
化
九
申
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
右
衛
門
代
　
孫
兵
衛
殿
（割印２つ）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
　
戸
右
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
左
衛
門
殿
十
三
―
一
―
一
　
覚
（
申
年
貢
永
・
小
物
成
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
覺
　
　
　
一
、
永
五
百
七
拾
八
文
七
分
　
　
　
　
　
　
　
永
拾
七
文
四
分
　
御
口
永
　
　
　
　
　
　
　
同
四
拾
文
七
分
　
高
掛
り
　
右
者
、
當
申
御
年
貢
永
・
小
物
成
と
も
ニ
　
皆
済
慥
ニ
受（印
）取
申
所
、
如
件
、
　
　
　
文
化
九
申
年
十
二
月
　
名
主
　
卯
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
市
十
郎
代
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
一
―
ニ
　
覚
（
申
年
貢
永
・
小
物
成
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
　
覚
　
　
　
一
、
永
七
拾
壱
文
　
　
　
　
　
　
　
永
弐
文
一
分
　
御
口
永
　
　
　
　
　
　
　
同
四
文
三
分
　
高
掛
り
　
右
者
、
當
申
御
年
貢
永
・
小
物
成
と
も
　
皆
済
慥
ニ
請（印
）取
申
所
、
如
件
、
　
　
　
文
化
九
年
十
二
月
　
　
　
名
主
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
殿
（割印２つ）（割印２つ）
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十
五
　
　
　
　
　
　
永
　
拾
八
文
　
　
　
　
御
口
永
　
　
　
　
　
　
同
　
六
拾
六
文
四
分
　
高
掛
り
　
　
　
合
永
六
百
八
拾
四
文
八
分
　
右
者
、
當
酉
御
年
貢
高
掛
物
等
、
書
面
之
通
、
皆
済
　
請
取
申
候
処
、
如
件
、
　
　
　
　
　
　
嘉
永
弐
酉
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
十
郎
代
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
三
―
二
　
覚
（
年
貢
・
高
掛
物
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
覺
　
　
　
一
、
永
拾
六
文
七
分
　
　
　
　
　
　
永
五
分
　
　
　
　
　
御
口
永
　
　
　
　
　
　
同
壱
文
九
分
　
　
　
高
掛
り
　
　
　
　
合
永
拾
九
文
壱
分
右
者
、
當
酉
御
年
貢
高
掛
物
等
、
書
面
之
通
、
皆
済
請
取
申
候
処
、
如
件
、
　
　
　
　
嘉
永
弐
酉
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
名
主
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
右
衛
門
代
孫
兵
衛
殿
十
三
―
三
―
三
　
覚
（
年
貢
・
高
掛
物
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
　
覺
　
　
　
一
、
永
弐
百
五
拾
八
文
六
分
　
　
　
　
　
　
　
永
七
文
八
分
　
　
　
　
御
口
永
（割印１つ）（割印１つ）
十
三
―
二
―
一
　
覚
（
年
貢
永
・
小
物
成
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
　
一
、
永
拾
六
文
三
分
　
　
　
　
　
　
永
五
分
　
　
　
　
御
口
永
　
　
　
　
　
　
同
壱
文
弐
分
　
　
高
掛
り
　
　
右
者
、
當
卯
御
年
貢
永
・
小
諸
成
共
　
　
皆
済
慥
ニ
請（印
）取
申
所
、
如
件
、
　
　
　
　
文
政
二
卯
年
極
月
　
名
主
　
卯
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
右
衛
門
代
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
二
―
二
　
覚（
年
貢
永
・
小
物
成
請
取
に
つ
き
）（
縦
24
・
０
×
横
16
・
５
㎝
）
　
　
　
　
　
　
　
覺
　
　
　
一
、
永
拾
六
文
三
分
　
　
　
　
　
　
永
五
分
　
　
　
御
口
永
　
　
　
　
　
　
　
　
同
壱
文
弐
分
高
掛
り
　
　
右
者
、
当
卯
御
年
貢
永
小
物
成
共
　
　
皆
済
、
慥
ニ
請（印
）取
申
所
如
件
　
　
　
　
文
政
二
卯
年
極
月
　
名
主
　
卯
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
三
―
一
　
覚
（
年
貢
・
高
掛
物
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
　
一
、
永
六
百
文
四
分
（割印３つ）（割印３つ）（割印１つ）
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六
　
　
　
合
永
六
百
七
拾
九
文
八
分
右
者
、
當
亥
御
年
貢
高
掛
物
等
書
面
之
通
皆
済
請
取
申
候
処
、
如
件
、
　
　
　
　
嘉
永
四
亥
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
十
郎
代
孫
兵
衛
殿
十
三
―
四
―
三
　
覚
（
年
貢
永
・
小
物
成
請
取
に
つ
き
）
※
 
　（
縦
24
・
５
×
横
11
・
０
㎝
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
永
弐
百
五
拾
八
文
六
分
　
　
　
　
　
　
　
永
　
七
文
八
分
　
　
　
　
口
永
　
　
　
　
　
　
　
同
　
七
百
八
拾
文
四
分
　
西
教
院
拝
借
・
重
返
納
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
弐
拾
五
文
九
分
　
　
高
掛
　
　
合
永
壱
貫
七
拾
弐
文
七
分
右
者
、
當
亥
御
年
貢
高
掛
物
等
書
面
之
通
皆
済
請
取
申
候
処
、
如
件
、
　
　
　
　
嘉
永
四
亥
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
五
―
一
　
　
覚
（
年
貢
永
・
高
掛
・
返
納
物
請
取
に
つ
き
）
※
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
永
高
六
文
九
分
　
　
　
　
永
　
五
分
　
　
　
　
　
口
永
（割印１つ）
　
　
　
　
　
　
　
同
　
弐
拾
八
文
　
　
　
高
掛
　
　
　
　
　
合
永
弐
百
九
拾
四
文
四
分
右
者
、
當
御
年
貢
高
掛
物
等
、
書
面
之
通
皆
済
請
取
申
処
、
如
件
、
　
　
　
　
嘉
永
弐
酉
年
十
二
月
　
　
　
　
名
主
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
四
―
一
　
覚
（
年
貢
永
・
小
物
成
請
取
に
つ
き
）　
※
 
（
縦
24
・
５
×
横
11
・
５
㎝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
　
　
　
一
、
永
　
拾
六
文
七
分
　
　
　
　
　
　
　
　
永
五
分
　
　
口
永
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
文
八
分
　
高
掛
　
　
　
　
　
合
永
　
拾
九
文
右
者
、
當
亥
御
年
貢
高
掛
物
等
書
面
之
通
皆
濟
請
取
申
処
、
如
件
、　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
嘉
永
四
亥
年
十
二
月
　
六
右
衛
門
代
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
四
―
二
　
覚
（
年
貢
永
・
小
物
成
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
永
　
六
百
文
四
分
　
　
　
　
　
　
　
永
　
拾
八
文
　
　
　
　
口
永
　
　
　
　
　
　
　
同
　
六
拾
壱
文
四
分
　
高
掛
（割印１つ）（割印１つ）
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究
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５
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十
七
　
　
　
　
同
　
弐
拾
七
文
壱
分
　
　
　
　
高
掛
り
　
　
合
永
壱
貫
七
拾
六
文
六
分
右
者
、
當
寅
御
年
貢
、
永
高
掛
返
納
物
、
書
面
之
通
り
皆
済
、
請
取
申
候
処
、
如
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
嘉
永
七
寅
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
六
―
一
　
　
覚
（
年
貢
永
・
高
掛
・
返
納
物
請
取
に
つ
き
）　
※
 
（
縦
24
・
５
×
横
11
・
０
㎝
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
永
六
百
五
文
十
壱
文
　
　
　
　
　
　
永
十
八
文
弐
文
　
　
　
　
　
　
口
永
　
　
　
　
　
　
同
　
八
十
壱
文
壱
分
　
　
　
　
高
掛
　
　
　
　
　
合
永
七
百
五
文
壱
分
右
者
、
當
卯
御
年
貢
永
高
掛
、
返
納
物
書
面
之
通
皆
済
請
取
申
候
処
、
如
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
安
政
二
卯
十
二
月
　
市
十
郎
代
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
六
―
二
　
覚
（
年
貢
永
・
高
掛
・
返
納
物
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
永
弐
百
六
十
壱
文
三
文
（割印１つ）
　
　
　
同
　
壱
文
八
分
　
　
　
高
懸
り
　
　
合
永
拾
九
文
壱
分
右
者
、
當
寅
御
年
貢
、
永
高
掛
返
納
物
書
面
之
通
　
　
皆
済
、
請
取
申
候
處
、
如
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
嘉
永
七
寅
年
十
二
月
　
　
　
六
右
衛
門
代
孫
兵
衛
殿
十
三
―
五
―
ニ
　
　
覚
（
年
貢
永
・
高
掛
・
返
納
物
請
取
に
つ
き
）
※
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
永
高
六
百
五
文
分
　
　
　
　
永
　
拾
八
文
弐
分
　
　
　
　
　
口
永
　
　
　
　
同
　
六
拾
四
文
四
分
　
　
　
　
高
掛
り
　
　
　
合
永
六
百
五
拾
七
文
七
分
右
者
、
當
寅
御
年
貢
、
永
高
掛
返
納
物
、
書
面
之
通
皆
済
、
請
取
申
候
、
如
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
嘉
永
七
寅
年
十
二
月
　
　
　
市
十
郎
代
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
五
―
三
　
　
覚
（
年
貢
永
・
高
掛
・
返
納
物
請
取
に
つ
き
）
※
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
永
弐
百
六
拾
壱
文
三
分
　
　
　
　
永
　
七
文
八
分
　
　
　
　
　
　
口
永
　
　
　
　
同
　
七
百
八
拾
文
四
分
　
　
　
西
教
院
拝
借
・
寅
返
納
（割印１つ）（割印１つ）
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究
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）
十
八
　
　
　
合
永
三
百
五
文
壱
分
右
者
、
當
子
御
年
貢
永
高
掛
返
納
物
共
、
御
書
面
之
通
皆
済
請
取
申
候
処
、
如
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
元
治
元
子
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
七
―
二
　
覚
（
年
貢
米
返
納
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
永
拾
六
文
八
分
　
　
　
　
　
永
五
分
　
　
　
　
口
永
　
　
　
　
　
同
弐
文
五
分
　
　
高
掛
　
　
　
合
永
拾
九
文
八
分
　
　
右
者
、
當
子
御
年
貢
永
高
掛
返
納
物
共
、
書
面
之
　
　
通
皆
済
請
取
申
処
、
如
件
、
　
　
元
治
元
子
年
十
二
月
　
　
　
　
　
名
主
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
右
衛
門
代
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
七
―
三
　
覚
（
年
貢
米
返
納
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
永
六
百
五
文
壱
分
　
　
　
　
　
永
　
拾
八
文
弐
分
　
　
御
口
永
　
　
　
　
　
同
　
八
拾
五
文
六
分
　
高
掛
（割印１つ）（割印１つ）
　
　
　
　
　
　
永
七
文
八
分
　
　
　
　
　
口
永
　
　
　
　
　
　
同
七
百
八
十
文
四
分
　
　
酉
拝
借
・
卯
返
納
　
　
　
　
合
永
壱
貫
八
四
文
右
者
、
當
卯
御
年
貢
永
高
掛
返
納
物
、
書
面
之
通
皆
済
請
取
申
候
處
、
如
件
、　
　
　
　
名
主
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
安
政
二
卯
十
二
月
　
　
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
六
―
三
　
覚
（
年
貢
永
・
高
掛
・
返
納
物
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
永
拾
六
文
八
分
　
　
　
　
　
永
　
五
分
　
　
　
　
　
　
口
永
　
　
　
　
　
同
　
弐
文
三
分
　
　
　
　
高
懸
　
　
　
　
合
永
拾
九
文
六
分
　
　
右
、
當
卯
御
年
貢
永
高
懸
返
納
物
、
書
面
之
通
　
　
皆
済
請
取
申
候
処
、
如
件
、
　
　
　
　
安
政
二
卯
十
二
月
　
　
　
　
　
名
主
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
右
衛
門
代
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
七
―
一
　
覚
（
年
貢
米
返
納
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
永
　
弐
百
六
拾
壱
文
三
分
　
　
　
　
永
　
七
文
八
分
　
御
口
永
　
　
　
　
同
　
三
拾
六
文
　
高
掛
（割印１つ）（割印１つ）（割印１つ）
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十
九
十
三
―
十
一
　
覚
（
伝
馬
代
金
請
取
に
つ
き
）　
※
（
縦
24
・
０
×
横
８
・
４
㎝
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
壱
貫（印
）文
　
右
者
、
當
亥
正
月
ゟ
同
七
月
迄
、
御
傅
馬
為
金
慥
ニ
請
取
申
候
、
以
上
、
　
　
戌
十
二
月
晦
日
　
　
　
　
　
　
問
屋
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
十
二
　
年
玉
軒
別
控
　
　
　
　
　
年
玉
軒
別
扣
一
、
手
拭
　
壱
筋
　
伊
セ
や
太
郎
左
衛
門
一
、
半
し
　
一
帖
　
川
越
屋
吉
五
郎
一
、
の
り
　
壱
帖
　
古
着
屋
一
、
半
し
　
壱
帖
　
八
郎
右
衛
門
一
、
百
文
　
　
　
　
壱
郎
右
衛
門
一
、
百
文
　
　
　
　
同
本
陣
様
一
、
弐
百
文
　
　
　
文
殊
院
一
、
半
し
　
三
帖
　
宇
兵
衛
様
一
、
半
し
　
壱
帖
　
上
名
主
様
一
、
弐
百
文
　
　
　
祥
蓮
寺
一
、
半
し
　
一
帖
　
向
う
久
次
郎
一
、
半
し
　
一
帖
　
向
う
清
八
一
、
半
し
　
一
帖
　
床
之
丞
　
　
　
合
永
七
百
八
文
九
分
　
　
右
者
、
當
子
御
年
貢
永
高
掛
返
納
物
共
書
面
之
通
　
　
皆
済
請
取
申
候
処
、
如
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
元
治
元
子
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
十
郎
代
　
孫
兵
衛
殿
十
三
―
八
　
覚
（
伝
馬
代
金
受
取
に
つ
き
）　
※
（
縦
25
・
１
×
横
８
・
７
㎝
）
　
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
壱
貫
文
　
　
右
者
、
當
卯
正
月
ゟ
同
七
月
迄
、
御
傅
馬
為
金
　
　
慥
受
取（印
）申
候
、
以
上
、　
　
　
問
屋
　
　
寅
十
二
月
晦
日
　
　
　
　
　
　
　
宇
兵
衛
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
殿
（
十
三
―
九
　
欠
番
）
十
三
―
十
　
覚
（
代
役
銭
請
取
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
一
、
壱（印
）貫
文
　
　
右
者
、
卯
七
月
ゟ
三
月
迄
、
代
役
銭
慥
請（印
）取
申
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
卯
七
月
十
四
日
　
　
問
屋
　
新
左
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
殿
（割印１つ）
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二
十
十
四
―
一
―
二
　
覚
（
月
掛
金
請
取
に
つ
き
）　
※
　
　
　
　
　
覚
　
一
、
六
百
文
　
右
者
、
月
掛
之
内
、
慥
ニ
　
請
取
申
候
、
為
念
如
此
ニ
　
御
座
候
、
巳
上
、
　
卯
十
二
月
廿
五
日
智
清
寺
納
所
（
印
）
　
　
　
　
伊
勢
屋
孫
兵
衛
殿
十
四
―
一
―
三
　〔
米
売
掛
〕（
九
月
朔
日
〜
十
月
十
六
日
分
）
　
　
米
代
百
文
ニ
付
　
壱
舛
四
合
　
九
月
六
日
　
　
一
、　
　  
弐
舛
五
合
　
七
日
一
、
　 
六
舛
五
合
　
八
日
一
、
　 
七
舛
五
合
　
九
日
一
、
　
　 
壱
斗
五
舛
五
合
　
十
日
一
、
　 
壱
斗
五
舛
　
十
一
日
一
、　
　 
壱
斗
五
舛
　
十
二
日
一
、　
　 
壱
斗
五
舛
　
十
三
日
一
、　
　 
壱
斗
三
舛
　
十
四
日
一
、　
　 
壱
斗
三
舛
　
十
五
日
一
、　
　 
壱
斗
四
舛
　
十
六
日
一
、　
　 
九
舛
　
十
七
日
一
、　
　 
壱
斗
弐
舛
一
、
半
し
　
一
帖
　
石
屋
　
兼
吉
一
、
半
し
　
一
帖
　
伊
セ
平
一
、
半
し
　
一
帖
　
吉
岡
や
一
、
の
り
　
壱
帖
　
下
之
内
一
、
の
り
　
壱
帖
　
平
尾
　
中
嶋
屋
一
、
半
し
　
弐
帖
　
平
尾
■（北
角
カ
）
■
　
万
蔵
一
、
百
文
　
　
　
　
理
徳
院
一
、
半
し
　
弐
帖
　
平
尾
名
主
様
一
、
百
文
　
平
尾
　
意
右
衛
門
様
一
、
五
十
文
　
　
　
玄
長
様
一
、
半
し
　
一
帖
　
宇
分
　
権
右
衛
門
一
、
半
し
　
弐
帖
　
中
　
吉
本
や
十
四
―
一
―
一
　
覚
（
歩
行
半
人
役
請
負
金
請
取
に
つ
き
）　
※
（
紙
縒
り
添
付
）
　
　
　
　
　
覚
　
一
、
鐚
壱（印
）貫
文
　
右
者
、
當
戌
年
七
月
よ
り
十
二
月
迄
　
歩
行
半
人
役
銭
五
分
候
、
為
請
取
　
書
面
之
任
残
、
慥
請（印
）取
申
候
、
以
上
　
文
化
十
一
戌
年
・
　
　
七
月
十
三
日
　
問
屋
　
八
郎
右
衛
門
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
殿
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二
十
一
　
九
日
一
、　
　 
六
升
　
十
日
一
、　
　 
六
升
　
十
一
日
一
、　
　 
五
升
　
十
二
日
一
、　
　 
六
升
　
十
三
日
一
、　
　 
六
升
　
十
四
日
一
、　
　 
六
升
　
十
五
日
一
、　
　 
六
升
　
十
六
日
一
、　
　 
六
升
　
一
、
　
　
　
　
　
十
月
十
六
日
迄
　
　
米
代
〆
三
石
五
十
四
升
也
、
　
此
代
弐
拾
五
貫
七
百
九
十
文
也
、
十
四
―
一
―
四
　〔
酒
・
肴
・
豆
腐
代
な
ど
諸
品
売
掛
覚
〕
　
九
月
九
日
　
　 
一
、
弐
百
四
拾
八
文 
酒
壱
舛
　
同 
一
、
八
拾
文
　
　 
と
う
ふ
　
同 
一
、
百
七
拾
四
文
　
　
　 
肴
十
一
日 
一
、
三
百
七
拾
弐
文
　 
酒
壱
舛
五
合
　
同 
一
、
八
拾
八
文
　
　
　
　 
と
う
ふ
　
同 
一
、
弐
拾
文
　
　
　
　
　 
肴
一
ツ
　
同 
一
、
弐
百
四
拾
八
文
　
　 
酒
壱
舛
　
同 
一
、
四
拾
文
　
　
　
　
　 
と
う
ふ
　
十
八
日
一
、　
　 
壱
斗
弐
明
日
　
十
九
日
一
、　
　 
壱
斗
三
舛
　
廿
日
一
、　
　 
壱
斗
四
舛
　
廿
一
日
一
、　
　 
壱
斗
三
舛
　
廿
二
日
一
、　
　
　 
壱
斗
四
舛
　
廿
三
日
一
、　
　
　 
壱
斗
三
舛
　
廿
四
日
一
、　
　 
九
舛
五
合
　
廿
五
日
一
、　
　 
五
舛
五
合
　
廿
六
日
一
、　
　
　 
五
舛
　
廿
七
日
一
、　
　 
六
舛
五
合
　
廿
八
日
一
、　
　
　 
四
舛
　
廿
九
日
一
、　
　 
六
舛
五
合
　
晦
日
一
、　
　
　 
六
舛
　
朔
日
一
、　
　 
六
舛
　
二
日
一
、　
　 
六
舛
　
一
　
　
　
（
継
ぎ
目
剥
が
れ
）
﹇
　
　
﹈　 
五
舛
　
四
日
一
、　  
六
舛
　
五
日
一
、　
　 
六
舛
　
六
日
一
、　
　 
六
舛
　
七
日
一
、　
　 
六
舛
　
八
一
、
　
　 
六
升
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二
十
二
廿
八
日 
一
、
百
九
拾
弐
文
酒
と
う
ふ 
清
兵
衛
様
廿
九
日 
一
、
百
弐
拾
四
文
酒
肴
同 
同
人
様
　
同 
一
、
三
拾
弐
文
　 
小
豆
代
晦
日 
一
、
百
六
拾
八
文
酒
肴 
同
人
様
十
四
―
一
―
五
　〔
歩
半
役
銀
覚
〕
　
　
　
歩
半
役
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
　
ヽ
（
朱
）小
頭
銀
弐
拾
八
匁
七
分
　
ヽ
（
朱
）内
銀
弐
拾
壱
匁
五
分
、
歩
半
役
　
ヽ
（
朱
）残
銀
七
匁
弐
分
、
ヽ
（
朱
）長
具
十
四
―
一
―
六
　
　（
未
撮
影
の
た
め
未
翻
刻
）
十
四
―
一
―
七
　
覚
（
年
貢
永
・
高
掛
・
返
納
物
請
に
つ
き
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
米
代
百
文
ニ
付
　
壱
舛
四
合
九
月
六
日
ヽ
　
　
　
　
　
　
弐
舛
五
合
七
日
　
　
　
　
　
六
舛
五
合
（
※
十
月
十
六
日
ま
で
、
十
四
―
一
―
三
と
同
じ
た
め
、
中
略
）
九
月
九
日
 
一
、
弐
百
四
拾
八
文 
酒
壱
升
（割印）
十
四
日 
一
、
五
拾
六
文
　
　 
酒
弐
合
・
肴
　
同 
一
、
百
弐
拾
四
文
　
　 
酒
五
合
十
五
日 
一
、
百
弐
拾
四
文
　 
酒
五
合
十
六
日 
一
、
拾
弐
文
　
　
　 
正
油
壱
合
　
同 
一
、
十
六
問
　
　
　 
み
そ
十
七
日 
一
、
六
拾
四
文
　
　 
酒
肴
十
八
日 
一
、
十
二
文
　
酒 
介
四
郎
様
　
同 
一
、
弐
拾
四
文
酒
壱
合 
新
三
郎
様
　
同 
一
、
四
拾
八
文
酒
弐
合 
清
兵
衛
様
十
九
日 
一
、
百
四
拾
八
文
酒
五
合 
清
兵
衛
様
　
同 
一
、
弐
百
四
拾
八
文
酒
壱
舛
　
同 
一
、
八
拾
文
　
　
　 
と
う
ふ
　
同 
一
、
弐
拾
文
　
　
　 
肴
一
ツ
廿
日 
一
、
六
拾
文
　
　
　 
肴
三
ツ
廿
一
日 
一
、
弐
百
四
拾
八
文
酒
壱
舛 
清
兵
衛
様
廿
二
日 
一
、
八
拾
四
文
酒
三
合 
新
三
郎
様
　
同 
一
、
弐
拾
文
　
　
　 
と
う
ふ
　
同 
一
、
五
拾
六
文
酒
弐
合 
清
兵
衛
様
廿
四
日 
一
、
弐
百
文
　
　 
■
■
廿
五
日 
一
、
十
四
文
酒
　 
源
四
郎
様
廿
六
日 
一
、
弐
拾
文
　
　 
み
そ
　
同 
一
、
百
文
　
　
　 
肴
　
同 
一
、
百
六
拾
四
文
酒
と
う
ふ
　
同
人
様
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二
十
三
　
同  
一
、
弐
拾
文
　
　
　
　 
と
う
ふ
　
同  
一
、
五
拾
六
文
　
　
　 
酒
廿
五
日 
一
、
十
四
文
　
　
　
　 
酒
廿
六
日 
一
、
弐
拾
文
　
　 
み
そ
　
同  
一
、
百
文
　
　
　
　
　 
肴
　
同  
一
、
百
六
拾
四
文
　
　 
酒
・
と
う
ふ
廿
八
日 
一
、
百
九
拾
弐
文
　
　 
酒
・
と
う
ふ
廿
九
日 
一
、
百
弐
拾
四
文
　
　 
酒
・
肴
　
同  
一
、
三
十
弐
文
　
　
　 
小
豆
代
晦
日  
一
、
百
六
拾
八
文
　
　 
酒
肴
　
　
　﹇
　
　
　
﹈
代
（
後
欠
）
十
四
―
二
―
一
　
送
り
状
之
事
（
材
木
）　
※
　
　
　
　
送
り
状
之
事
一
、
壱
本 
杉
弐
間
・
三
五
分
角
一
、
壱
丁
　
　
　
　
　
　
　
　 
大
貫
赤
身
一
、
壱
丁
　
　
　
　
　
　
　
　 
西
川
中
貫
■
■
な
し
一
、
壱
坪
　
　
　
　
　
　
　
　 
杉
四
板
尺
ふ
し
な
し
一
、
弐
枚
　
　
　
　
　
　
　
　 
松
六
板
尺
小
ふ
し
　
　
　
〆
附
金
た
ち
ん
　
■
■
四
■
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
拾
八
文
、
日
拂
罷
下
候
、
　
右
之
通
り
附
送
り
申
候
間
、
日
政
シ
テ
　
同  
一
、
八
拾
文
　
　 
と
う
ふ
　
同  
一
、
百
七
拾
四
文
　
　
　 
肴
十
日  
一
、
壱
百
七
拾
弐
文
　
　 
酒
壱
升
五
合
　
同  
一
、
八
拾
八
文
　
　 
と
う
ふ
　
同  
一
、
弐
拾
文
　
　
　 
肴
　
同  
一
、
弐
百
四
拾
八
文
　
　 
酒
壱
升
　
同  
一
、
四
拾
文
　
　
　
　
　 
と
う
ふ
十
四
日 
一
、
五
拾
六
文
　
　
　
　 
酒
肴
　
同  
一
、
百
弐
拾
四
文
　
　
　 
酒
五
合
十
五
日 
一
、
百
弐
拾
四
文
　
　
　 
酒
五
合
十
六
日 
一
、
十
弐
文
　
　
　 
正
油
壱
合
　
同  
一
、
十
六
文
　
　
　
　 
み
そ
十
七
日 
一
、
六
十
四
文
　
　
　 
酒
肴
十
八
日 
一
、
十
二
文
　
　
　
　 
酒
　
同  
一
、
弐
拾
四
文
　
　
　 
酒
　
同  
一
、
四
拾
八
文
　
　
　 
酒
弐
合
十
九
日 
一
、
百
四
拾
八
文
　
　 
酒
■
　
同  
一
、
弐
百
四
十
八
文
　 
酒
壱
升
　
同  
一
、
八
拾
文
　
　
　
　 
と
う
ふ
　
同  
一
、
弐
十
文
　
　
　
　 
肴
廿
日  
一
、
六
拾
文
　
　
　
　 
肴
廿
一
日 
一
、
弐
百
四
拾
八
文
　 
酒
壱
升
廿
二
日 
一
、
八
拾
四
文
　
　
　 
酒
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二
十
四
四
月
廿
六
日
　
一
、
因
■
八
法
　
　
　
　
代
金
弐
百
分
　
弐
匁
　
　
　
　
惣
〆
金（金
）三
両
ト
　
壱
匁
九
分
　
右
之
通
、
慥
ニ
受
取
申
候
、
　
　
子
四
月
晦
日
　
　
　
極
月
　
　
　
　
植
の
や
乙
五
郎
（
印
）
　
　
い
セ
や
孫
兵
衛
様
十
四
―
二
―
三
　
送
り
状
之
事
（
材
木
）　
※
　
　
　
　
送
り
状
之
事
一
、
五
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
弐
間
・
七
寸
板
割
一
、
九
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
貫
・
弐
ぞ
ん
一
、
九
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
割
一
、
壱
束
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
六
分
板
・
九
寸
十
■
一
、
弐
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
六
分
板
・
尺
　
　
　
　
〆
壱
■
　
右
之
通
り
附
送
り
申
候
間
、
　
御
使
■
御
受
取
罷
下
候
、
以
上
、
　
　
　
子
五
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
の
や
乙
五
郎
　
　
い
セ
屋
　
孫
兵
衛
様
　
請
取
罷
下
候
、
以
上
、
　
　
　
子
四
月
十
一
日
　
　
　 
植
の
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
乙
五
郎
板
ば
し
　
　
い
せ
屋
孫
兵
衛
様
十
四
―
二
―
二
　
子
四
月
十
一
日
　
　
覚
　
　
一
、
壱
坪 
板
本
四
分
板
　
　
　
　
　
　 
西
川
■
ふ
し
な
し
　
　
　
　
　
代
八
匁
　
　
一
、
壱
本
　
　
　
　
　 
板
弐
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
分
角
　
　
　
　
　
代
弐
匁
五
分
　
　
一
、
壱
丁
　
　
　
　
　 
大
貫
赤
身
　
　
　
　
　
代
壱
匁
八
分
　
　
一
、
壱
丁
　
　
　
　
　
中
貫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
（「
セ
」カ
）　
な
し
　
　
　
　
　
代
八
分
　
　
一
、
弐
枚
　
　
　
　
　
松
六
分
板
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尺
小
ぶ
な
し
　
　
　
　
代
壱
貫
文
八
分
？
　
　
　
〆
　
拾
四
貫
九
分
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二
十
五
　
　
　
壱
貫
弐
六
■
文
　
外
ニ
壱
貫
三
百
■（弐
カ
）拾
文
上
申
候
、
　
　
〆
金
■
九（
印
）両
候
、
　
　
　
　
百
拾
四
文
　
右
之
通
、
受（印
）取
申
候
、
　
申
十
一
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
穀
屋
　
五
郎
兵
衛
（
印
）
　
い
せ
屋
孫
兵
衛
様
十
四
―
二
―
六
　
　
　
覺
十
二
月
五
日
　
　
一
、四
拾
三
両
弐
分
　
　
松
四
分
九
寸
・
廿
六
〆
四
束
同
　
一
、八
匁
　
　
　
　
　
　
松
弐
間
三
寸
・
八
〆
弐
束
十
日
一
、六
両
弐
分
　
　
　
中
貫
壱
束
・
八
〆
　
　
　
　
　
〆
五
拾
七
両
四
分
　
　
　
金
三
両
弐
朱
ト
　
　
　
　
　
五
百
三
十
文
　
　
　
内
金
壱
両
　
受
取
　
引
〆
金
弐
両
弐
朱
分
　
　
　
　
　
五
百
三
十
　
　
右
之
通
り
　
　
　
酉
十
二
月
十
四
―
二
―
四
　
覚
（
醬
油
内
金
請
取
に
つ
き
）　
※
　
　
　
　
　
覚
一
、
金
弐（印
）両
也
、
右
之
通
、
醤
油
内
金
慥
ニ
受（印
）取
申
候
、
　
未
三
月
■
■
　
　
　
鴻
巣
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
屋
清
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
理
助
（
印
）
　
　
　
い
せ
孫
様
十
四
―
二
―
五
　
　
　
　
　
覚
四
分
五
■
（
厘
カ
）
一
、
米
三
斗
　
　
此
金
弐
百
三
両
弐
朱
　
　
　
　
五
百
七
十
七
文
四
壱
（「
七
か
へ
」カ
）■
一
、
米
六
斗
（
継
ぎ
目
剥
が
れ
）
惣
金
五
百
三
分
ト
　
　
　
　
　
六
百
十
三
文
　
外
ニ
金
三
百
貫
四
文
　
　
〆
金
八
両
弐
分
弐
朱
ト
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二
十
六
十
四
―
二
―
九
　
覚
（
大
工
手
間
な
ど
）
　
　
　
　
　 
大
工
手
間
一
、二
人 
代
九
匁
　
　
　
　
床
わ
キ
一
、
壱
人
半 
代
七
匁
五
分
　
　
せ
つ
ち
ん
戸
袋
一
、
壱
人 
代
五
匁
　
　
　
　
見
セ
け
こ
み
一
、
壱
人
半
　 
代
七
匁
百
五
分
　
二
階
ふ
み
さ
け
一
、
壱
人
半
　 
代
七
匁
百
五
分
　
■
キ
寸
戸
一
、
四
人
　
　 
代
弐
拾
文
目
　
　
二
階
手
す
り
一
、
弐
人
　
　 
代
五
匁
　
　
　
　
二
階
鴨
居
　
　
〆
　
拾
三
人
半
　
　
　
此
分
金
壱
両
ト
五
匁
五
分
　
　
　
釘
代
四五
匁
　
　
惣
〆
金
三
両
弐
歩
弐
朱
ト
　
　
　
　
　
　
　
壱
匁
四
分
　
　
　
右
之
通
り
　
　
　
　
三
月
朔
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
の
や
　
乙
五
郎
　
　
　
い
セ
孫
様
十
四
―
二
―
一
〇
　
覚
（
材
木
代
金
請
取
に
つ
き
）　
※
（
縦
14
・
０
×
39
・
９
㎝
）
　
　
　
　
　
覚
　
　
　
　
　
　
　
丸
之
■
■
一
、
八
匁
五
分
　
杦
新
宮
　
小
割
壱
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
や
利
七
　
　
伊
勢
孫
様
十
四
―
二
―
七
　
送
状
（
材
木
）　
※
　
　
　
　
送
状
一
、三
本
、
椎
弐
半
　
　
　
　
　
弐
尺
か
し
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
三
寸
角
　
右
之
通
　
　
　
　
八
両
■
也
　
　
　
　
　
　
　
　
■
■
■
　
　
　
戌
二
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
植
の
や
　
乙
五
郎
　
い
せ
や
　
孫
兵
衛
様
十
四
―
二
―
八
　
送
状
事
（
材
木
）　
※
　
　
　
送
状
事
一
、
六
本
　
下
月
乃
板
　
　
〆
右
之
通
附
送
申
候
間
、
　
　
　
　
　
　
御
受
取
罷
下
候
、
　
戌
二
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
の
や
　
乙
五
郎
　
　
い
せ
や
　
孫
兵
衛
様
― 192 ―
研
究
論
集
第
５
号
（2020
.3
）
二
十
七
十
四
―
二
―
十
二
　
覚
（
工
事
費
請
取
に
つ
き
）　
※
（
縦
15
・
７
×
68
・
５
㎝
）
　
　
　
　
　
覺
一
、
木
舞
　
弐
拾
坪
〆
三
捨
六
匁
一
、
漆
喰
　
六
匁
七
分
五
リ
ン
　
　
　
　
　
弐
斗
一
、
上
黒
　
壱
匁
四
分
　
　
　
弐
合
一
、
中
ぬ
り
　
三
匁
　
　
　
　
壱
両
　
　
　
三
俵
一
、
竹
ふ
じ
　
百
四
十
文
〆
四
捨
八
匁
　
　
　
　
　
　
四
分
五
リ
ン
一
、
茶
大
津
　
三
捨
六
匁
四
分
　
捨
四
坪
　
　
　
一
、
赤
大
津
　
六
匁
　
弐
坪
　
一
、
キ
大
坂
　
拾
匁
　
弐
坪
　
一
、
茶
大
坂
　
九
匁
　
　
壱
坪
半
〆
、
六
捨
壱
匁
　
　
　
　
　
四
分
惣
〆
金
弐
両
三
分
ト
　
　
八
百
三
拾
弐
文
内
金
壱
両
三
分
請
取
右
之
通
り
、
造
（
慥
）請
取（印
）申
候
、
七
月
四
日
　
左
官
　
　
　
　
　
松
五
郎
（
印
）
　
　
い
せ
屋
様
一
、
四
匁
八
分
　
松
弐
間
三
寸
　
上
物
四
本
　
一
、
三
匁
八
分
　
同
木
六
四
寸
　
　
　
五
枚
一
、
弐
匁
三
分
　
■
■
■
■
　
　
少
輔
板
壱
枚
　
〆
拾
九
文
三
分
金
（
印
）壱
両
分
　
　
四
百
四
十
六
也
右
之
通
慥
ニ
受（印
）取
申
候
、
　
六
月
十
八
日
　
　
　
　
い
か
や
　
利
七
（
印
）
　
伊
勢
孫
様
十
四
―
二
―
十
一
　
覚
（
材
木
代
金
請
取
に
つ
き
）　（
縦
14
・
０
×
36
・
２
㎝
）
　
　
　
　
　
覚
一
、
三
匁
六
分
　
　
　
松
弐
間
三
寸
　
上
物
三
本
　
一
、
弐
匁
四
分
　
　
　
同
壱
間
弐
十
角
　
　
　
　
　
四
本
一
、
弐
匁
五
分
　
　
　
松
板
割
七
寸
　
　
　
　
壱
枚
一
、
六
匁
七
分
　
　
　
同
四
分
九
寸
　
　
壱
坪
弐
枚
　
　
〆
拾（印
）五
匁
弐
分
五
り
　
右
之
通
り
慥
ニ
受（印
）取
申
候
、
　
　
六
月
二
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
い
か
や
利
七
（
印
）
　
伊
勢
孫
様
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二
十
八
一
、
米
九
勺
廿
五
日
一
、
米
六
勺
〆
五
十
七
勺
此
■
ち
ん
　
四
貫
七
百
四
十
八
文
　
金
弐
両
壱
朱
ト
　
　
　
九
百
廿
四
文
右
之
通
り
慥
（
印
）ニ
受
取
申
候
、
　
七
月
十
四
日
　
　
清
原
（
印
）
　
い
せ
や
　
　
　
孫
兵
衛
様
◎
以
下
、
撮
影
済
み
だ
が
未
翻
刻
の
史
料
は
、
法
量
の
み
を
記
す
。
　
十
四
―
二
―
十
四
　（
縦
16
・
０
×
横
62
・
４
㎝
）
　
十
四
―
二
―
十
五
　（
縦
16
・
０
×
横
39
・
４
㎝
）
　
十
四
―
二
―
十
六
　（
縦
16
・
０
×
横
54
・
０
㎝
）
　
十
四
―
二
―
十
七
　（
縦
15
・
９
×
横
22
・
５
㎝
）
　
十
四
―
二
―
十
八
　（
縦
14
・
５
×
横
19
・
８
㎝
）
　
十
四
―
二
―
十
九
　（
縦
14
・
４
×
横
19
・
０
㎝
）
十
四
―
二
―
十
三
　
覚
（
米
春
き
賃
請
取
に
つ
き
）　
※
（
縦
15
・
５
×
50
・
５
㎝
）
　
　
覚
午
二
月
三
日
一
、
米
三
勺
四
日
一
、
米
弐
勺
七
日
一
、
米
三
勺
廿
九
日
一
、
米
五
勺
三
月
朔
日
一
、
米
六
勺
廿
三
日
一
、
米
九
勺
廿
五
日
一
、
米
三
勺
四
月
朔
日
一
、
米
三
勺
五
月
四
日
一
、
米
六
勺
五
日
一
、
米
弐
勺
六
月
廿
四
日
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二
十
九
〔
謝
辞
〕
今
回
の
授
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
板
橋
区
郷
土
資
料
館
の
中
村
新
之
介
氏
・
小
松
寿
治
氏
・
河
野
彩
里
氏
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の
皆
様
、
板
橋
区
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
の
吉
田
政
博
氏
、
い
た
ば
し
観
光
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
皆
様
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
と
関
係
者
各
位
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 
　
ま
た
、
板
橋
区
公
文
書
館
の
竹
村
到
氏
に
は
、
翻
刻
作
業
に
て
多
く
の
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
１
　
拙
稿
「
志
村
延
命
寺
・
前
野
町
東
熊
野
神
社
・
志
村
熊
野
神
社
の
石
造
物
調
査
―
板
橋
区
志
村
地
域
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
の
実
践
例
―
」（『
淑
徳
大
学
　
人
文
学
部
　
研
究
論
集
』
第
三
号
、
二
〇
一
八
年
）。
２
　
拙
稿
「
板
橋
宿
の
研
究
動
向
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
の
実
践
例
」（『
淑
徳
大
学
　
人
文
学
部
　
研
究
論
集
』
第
四
号
、
二
〇
一
九
年
）。
３
　
伊
勢
屋
孫
兵
衛
家
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
板
橋
区
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
の
吉
田
政
博
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。『
板
橋
区
史
　
資
料
編
５
　
民
俗
』（
板
橋
区
、
一
九
九
七
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
４
　
板
橋
宿
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、『
板
橋
区
史
　
通
史
編
上
巻
』（
板
橋
区
、
一
九
九
八
年
）、
板
橋
区
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
編
『
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
第
98
集
　
板
橋
宿
の
歴
史
と
史
料
―
宿
場
の
街
並
み
と
文
化
財
―
』（
板
橋
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）、
拙
稿
前
掲
注
（
２
）
に
詳
し
い
。
５
　『
板
橋
区
史
　
資
料
編
４
　
近
・
現
代
』（
板
橋
区
、
一
九
九
七
年
）
の
「
伊
勢
屋
孫
兵
衛
家
」
の
解
説
に
よ
る
。
な
お
、
目
録
で
は
三
〇
三
点
と
な
っ
て
い
る
。
６
　『
板
橋
区
史
　
資
料
編
４
　
近
・
現
代
』
に
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
吉
田
板橋区郷土資料館にて、文書撮影を行っている
様子（撮影者：筆者）
板橋区郷土資料館にて、文書の翻刻・法量の計測を
行っている様子（撮影者：筆者）
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十
政
博
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
７
　
前
掲
注
２
論
文
。
８
　
前
掲
注
２
論
文
参
照
。
９
　
吉
田
政
博
「
史
料
か
ら
見
る
19
世
紀
前
半
の
板
橋
宿 
― 
そ
の
再
現
の
試
み 
―
」『
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
紀
要
』
第
14
号
、
二
〇
〇
二
年
。
ま
た
、
中
村
陽
平
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
明
治
天
皇
が
東
幸
か
ら
大
宮
氷
川
神
社
へ
行
幸
し
た
際
の
記
録
「
行
幸
ニ
付
く
百
足
絵
図
」
に
、
孫
兵
衛
家
が
見
え
る
（
中
村
陽
平
「『
氷
川
神
社
行
幸
記
録
』
所
収
「
行
幸
ニ
付
百
足
絵
図
」
に
つ
い
て
― 
大
宮
氷
川
神
社
行
幸
と
宿
場
利
用 
―
」『
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
　
紀
要
』
第
13
号
、
二
〇
一
九
年
、
同
論
文
は
吉
田
氏
の
ご
教
示
に
よ
っ
て
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
）。
え
ん
ど
う
　ゆ
り
こ
：
淑
徳
大
学
　人
文
学
部
　准
教
授
